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1  総則 

1.1  適用範囲 

この仕様書は，航空自衛隊の女性が使用する短靴，女子，空について規定する。 

1.2   用語及び定義 

この仕様書で用いる主な用語及び定義は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 1.2 による。 

1.3  種類 

種類は，表１のとおりとする。 

なお，調達する種類及び数量は，調達要領指定書により指定する。 

1.4  製品の呼び方 

 製品の呼び方は，仕様書の名称及び種類（足長及び足囲）による。 

  例 短靴，女子，空 ２３ １/２ ＥＥＥＥ 

1.5  引用文書 

 この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内においてこの仕様書の一部を

なすものであり，入札書又は見積書の提出時における最新版とする。 

なお，引用文書に定める内容がこの仕様書に定める内容と相違する場合は，この仕様書に定め

る内容が優先する。 

a) 規格 

ＪＩＳ Ｃ １３０２     絶縁抵抗計 

ＪＩＳ Ｋ ６２５１     加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－引張特性の求め方 

ＪＩＳ Ｋ ６２５２－１   加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－引裂強さの求め方－第１

部：トラウザ形，アングル形及びクレセント形試験片を

用いる方法 

ＪＩＳ Ｋ ６２５３－３   加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－硬さの求め方－第３部：デ

ュロメータ硬さ 

ＪＩＳ Ｋ ６５５６－１   革試験方法－試料採取及び調製－第１部：試料採取部位 

ＪＩＳ Ｋ ６５５７－１０  革試験方法－物理試験－第１０部：銀面割れの測定－ボ

ールバースト法 

ＪＩＳ Ｋ ６５５８－８－１ 革試験方法－化学試験－第８－１部：酸化クロム含有量

の測定－滴定法 
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ＪＩＳ Ｋ ６５５９－１ 革試験方法－染色堅ろう度試験－摩擦に対する染色堅ろう度

試験－第 1部：摩擦試験機Ⅰ形法 

ＪＩＳ Ｓ ５０３７   靴のサイズ 

ＪＩＳ Ｓ ５０５０   革靴 

ＪＩＳ Ｔ ８１０３   静電気帯電防止靴 

ＪＩＳ Ｚ １５０６   外装用段ボール箱 

ＮＤＳ Ｚ ８０１１   角形銘板 

ＮＤＳ Ｚ ８２０１   標準色 

b)  仕様書 

    Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７    調達品等一般共通仕様書 

2  製品 

2.1  材料 

材料は，表２による。 

2.2  製造方法 

2.2.1  全般 

製造は，国内のＪＩＳ Ｔ ８１０３の表示認証工場にて行うものとし，製造方法は，ＪＩＳ 

Ｓ ５０５０のセメント式製法とする。 

2.2.2  製甲 

 製甲は，図１を基準とするほか，針足数を 15針～20針/30 mmとする。 

2.2.3  踏まずしんの装着 

踏まずしんの装着は，中底に組み込みとし，かかと部中心線に沿って，踏まずしん後端がヒー

ルあご部からかかと部に，20 mm以上入り，かつ，つり込み代にかからないようにする。 

2.2.4  底付け 

 底付けは，ヒール，化粧及び表底を，耐水性のある接着力の強い接着剤により，固定する。 

2.2.5  仕上げ 

 仕上げは，甲革の汚れを落とした後，仕上剤を塗布し艶をだす。 

2.3  形状・寸法 

2.3.1  形状 

形状は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，図１，図２及び図３による。 

2.3.2  寸法 

 寸法は，図２によるほか，次による。 

 なお，靴型の計測箇所及び寸法は図４による。 

a)  靴の種類（足長）は，表１による。 

b)  種類（足長）２１ １／２から２６ １／２までの靴型の寸法は図４による。 

c) 種類（足長）ＳＳの場合は，ＪＩＳ Ｓ ５０３７に基づき測定した足長，足囲及び足幅を，

調達要領指定書によって指定する。 

2.4  外観 

 外観は，仕上がりが良好で，きず，汚れなどが目立たないものとする。 

2.5  品質 

2.5.1  一般条件 

 一般条件は，ＪＩＳ Ｓ ５０５０による。 

2.5.2  性能 

 表６による。 

  

品    名 短靴，女子，空 
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2.6  製品の表示 

図５に示す銘板を腰革裏外側ににじみ及び退色しにくいものを用いて鮮明に表示する。また，

足長及び足囲の表示は，左右のヒールあご部の適宜の箇所に表示する。 

 なお，用字及び書体は，ＮＤＳ Ｚ ８０１１による。 

 

 

 

注記 表示枠の寸法は，ＮＤＳ Ｚ ８０１１の表１の番号１５を標準とする。 

注 a)  該当する納入年度を記入する 

      例 ２０２５年度 

注 b) 該当する足長を記入する。 

注 c) 契約の相手方の名称又はその略称を記入する。 

 

図５－銘板 

 

3  監督・検査 

 監督及び検査は，契約担当官等の定める監督及び検査実施要領に基づき実施する。 

4  出荷条件 

4.1  包装 

 包装は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，表７によるほか，商慣習による。 

表７－包装 

区分 包装材料 包装要領 

個装 靴箱 商慣習による。 靴箱に収納する。 

外装 

外装用段

ボール箱 

ＪＩＳ Ｚ １５０６の複両面段ボールの４種

又は同等品とする。 

個装２０箱を 1 組と

し，外装用段ボール箱

に収納する。包装用テ

ープで上下面とも H

形に封かんする。 

包装用テ

ープ ― 

 

4.2  外装の表示 

 外装の表示は，次による。 

a) 調達要求番号 

b) 物品番号 

c) 品名（製品の呼び方） 

d) 数量 

e) 納入年度  

   例 ２０２５年度 

f) 契約の相手方の名称又はその略号 

品    名 短靴，女子，空 
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5  その他の指示 

5.1  提出資料 

契約の相手方は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.1.1に基づき，類別原資料を提出する。 

ただし，提出の有無については，調達要領指定書に示す。 

5.2  承認用見本等 

 契約の相手方は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.3 に基づき，製造に先立ち任意の種類１足を

契約担当官等に提出し，外観，形状及び色について承認を得るとともに，表４及び表５における

材料について，当該規定を使用することの証明書（出荷証明書等）を提出する。ただし，契約担

当官等から承認を得た実績がある契約の相手方は，仕様の変更がない場合，承認用見本及び証明

書の提出を省略することが可能である。 

5.3  仕様書の疑義 

この仕様書に疑義が生じた場合は，契約担当官等と協議する。 

 

  

品    名 短靴，女子，空 
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表１－種類 

種 類（サイズ） 
物 品 番 号 

足長 (cm) 足囲 

２１ １/２ 

ＥＥ 

― 

２２ ― 

２２ １/２ ― 

２３ ― 

２３ １/２ ― 

２４ ― 

２４ １/２ ― 

２５ ― 

２５ １/２ ― 

２６ ― 

２６ １/２ ― 

２１ １/２ 

ＥＥＥ 

― 

２２ ― 

２２ １/２ ― 

２３ ― 

２３ １/２ ― 

２４ ― 

２４ １/２ ― 

２５ ― 

２５ １/２ ― 

２６ ― 

２６ １/２ ― 

２１ １/２ 

ＥＥＥＥ 

― 

２２ ― 

２２ １/２ ― 

２３ ― 

２３ １/２ ― 

２４ ― 

２４ １/２ ― 

２５ ― 

２５ １/２ ― 

２６ ― 

２６ １/２ ― 

ＳＳ ― 

注記  ＳＳは，調達要領指定書により指定する。 
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表２－材料 

区  分 規    定 

甲革 表３による。 

裏布 
合成繊維メッシュ（抗菌防臭加工）ウレタンスポンジ貼り，色は

黒，厚さ 0.6 mm以上 

中底 

レザーボード又はパルプボードに，プレスボード及びファイバー

をはり合わせた中継ぎとする。 

レザーボード又はパルプボードは厚さ 1 mm 以上，プレスボード

及びファイバーは厚さ 3 mm以上 

（導電性を持つ合成材とする。ただし，踏まず部及びかかと部は，

プレスボードを使用しても良い。厚さ 1.8 mm以上） 

表底 表４による。 

ヒール エチレン酢酸ビニル製，甲革と同系色 

化粧 表５による。 

甲縫糸 
合成繊維糸＃３０，上縫い糸は甲革と同系色，下縫い糸は裏布と

同系色 

踏まずしん 

ＪＩＳ Ｓ ５０５０による。 

先しん 

月形しん 

接着剤 

くぎ 

縫い割補強テープ 
恒常的に事務を行う者が使用する上で適合するもの。 

すべり布 

中物 導電性を持ち，使用目的に適合するもの。 

中敷 

合成繊維メッシュ（抗菌防臭加工）ウレタンスポンジ貼りで，裏

布と同系色，前足部に耐荷重用軟質ウレタンフォーム 2 mm（基

準），後足部にラテックススポンジ付とする。 

注記 耐荷重用軟質ウレタンフォームの種類は，１種ＬＢとす

る。 

通電糸 使用目的に適合するもの。 

折込しん 恒常的に事務を行う者が使用する上で適合するもの。 

かかと部履き口パット 
ウレタンスポンジ 6 mm（標準），恒常的に事務を行う者が使用す

る上で適合するもの。 
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表３－甲革 

項   目 規   定 試験方法 

材料 クロムなめし牛銀付きソフト ― 

クロム含有量   ％ 2.5以上 
ＪＩＳ Ｋ ６５５８－８－１によ

る。 

厚さ      ｍｍ 0.8以上 

ＪＩＳ Ｋ ６５５６－１の 4.2の図

２に示される範囲を，切り取ることな

くダイヤルゲージを用いて測定する。

なお，測定精度は，1/10 mmとする。 

銀面割れ ＪＩＳ Ｓ ５０５０による。 ＪＩＳ Ｋ ６５５７－１０による。 

摩擦堅ろう度 

（乾燥試験）  級 
汚染２以上 ＪＩＳ Ｋ ６５５９－１による。 

色 

ＮＤＳ Ｚ ８２０１の色番

号２８１２［黒（２）Ｎ１．５］

を基準 

― 

 

表４－表底 

項目 規定 試験方法 

材料 
水素添加スチレンファルネセンブロック共

重体を混合した導電性合成ゴム 
― 

色 甲革と同系色 

厚さ ＪＩＳ Ｓ ５０５０による。 

硬さ   Ａ 75以下 

ＪＩＳ Ｋ ６２５３－３のデ

ュロメータ硬さ試験による。 

タイプＡデュロメータ 

引張強さ 

ＭＰａ 
7.0以上 ＪＩＳ Ｋ ６２５１による。 

試験片はダンベル状２号形 
伸び   ％ 300以上 

引裂強さ 

Ｎ／ｃｍ 
300以上 

ＪＩＳ Ｋ ６２５２－１によ

る。 

試験片は，切り込み無しアング

ル形 

 

表５－化粧 

項目 規定 試験方法 

材料 
水素添加スチレンファルネセンブロック共

重体を混合した導電性合成ゴム 
― 

色 甲革と同系色 

厚さ ＪＩＳ Ｓ ５０５０による。 

硬さ   Ａ 80以上 

ＪＩＳ Ｋ ６２５３－３のデ

ュロメータ硬さ試験による。  

タイプＡデュロメータ 
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表６－性能 

項   目 規   定 試験方法 

表底のはく離強さ 100 N／25 mm以上 ＪＩＳ Ｓ ５０５０による。 

静電気帯電防止 

電気抵抗（Ｒ）は，1.0×105 Ω

≦Ｒ≦1.0×108 Ω（0.1 MΩ≦

Ｒ≦100 MΩ）とする。 

あらかじめ 20 ℃±15 ℃（湿度 60％

±20％）に調整された環境室に，製造

後２４時間以上経過した未使用のもの

を２時間放置した後，図５によって設

置し，ＪＩＳ Ｃ １３０２に規定す

る絶縁抵抗計を使用し，定格測定電圧

直流 500 Vで電気抵抗を測定する。 

なお，靴型対向電極と靴中底面の電気

接触をよくするために，補助電極を用

いるなどの方法を講ずる。 
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甲革本体・内腰革縫い割り 

 

 

 

裏布本体・すべり布縫い合わせ及び銘板縫い付け 

 
 

注記１ 銘板の位置は，外側の腰裏とする。 

 注記２ 履き口パットには，ウレタンスポンジを装着する。 

 

 

甲革・裏布縫い付け 

 
 

注記３ 形状は，基準を示す。 

 

図 1－形状（製甲） 
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                               単位 mm 

種類 
後部高さ 許容差 

足長 (cm) 

21 1/2 61 

±3 

22 

63 22 1/2 

23 

23 1/2 

65 24 

24 1/2 

25 

70 25 1/2 

26 

26 1/2 75 

SS a) 

注 a)  SSの後部高さは，調達要領指定書により指定する。 

注記１ 形状は，基準を示す 

注記２ ヒール部分の寸法について，許容差は，±3 mmとする。 

 

図２－形状（全体図）及び寸法 

  

単位 mm 
全体図 

後部高さ 

かかと部履き口パット 

ヒール部分（横） ヒール部分（裏） 

33 55 

50 
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断面図 

 

図３－形状（断面図及び底意匠） 

  

中敷 
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注記１ 踏みつけ（回り）の寸法は，足の踏みつけ部分の第１指の付け根［けい

（脛）側中足点］と第５指の付け根［ひ（腓）側中足点］を取り巻く長さと

する。 

注記２ 踏みつけ（幅）の寸法は，足の踏みつけ部分の第１指と第５指の各々の付 

け根に接する点の間の距離とする。 

 

 

単位 mm 

種類 

全長 底の長さ 
つま先 

上がり 

踏みつけ 

足長 (cm) 幅 
回り 

ＥＥ ＥＥＥ ＥＥＥＥ 

21 1/2 228.0 226.0 29.0 72.0 191.0 195.0 201.0 

22 233.0 231.0 29.5 73.0 195.0 199.0 205.0 

22 1/2 238.0 236.0 30.0 74.0 199.0 203.0 209.0 

23 243.0 241.0 30.5 75.0 203.0 207.0 213.0 

23 1/2 248.0 246.0 31.0 76.0 207.0 211.0 217.0 

24 253.0 251.0 31.5 77.0 211.0 215.0 221.0 

24 1/2 258.0 256.0 32.0 78.0 215.0 219.0 225.0 

25 263.0 261.0 32.5 79.0 219.0 223.0 229.0 

25 1/2 268.0 266.0 33.0 80.0 223.0 227.0 233.0 

26 273.0 271.0 33.5 81.0 227.0 231.0 237.0 

26 1/2 278.0 276.0 34.0 82.0 231.0 235.0 241.0 

許容差 ±1.5 ±1.0 ±2.0 ±3.0 

 

図４－靴型の計測箇所及び寸法 

 

  

全長 

つま先上がり 

底の長さ 

踏みつけ(回り) 

踏みつけ(幅) 
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     注記１ 靴の底全体を含水軟質スポンジに接触させる。 

     注記２ 靴の底面にリード線を付けた金属板を貼ったものとする。 

     注記３ 含水軟質スポンジは，十分に水を含ませた続発泡のものとする。 

     注記４ 主電極は，導電性を持つ金属容器とする。 

 

図５－電気抵抗測定 

13. 


